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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

近の業績動向を踏まえ、平成 22 年２月 12 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

記 

 

平成 22 年 12 月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正 

（平成 22 年１月１日～平成 22 年６月 30 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

１株当たり 
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,800 △140 △150 △152 △4,467.57

今回発表予想(B) 1,643 △195 △213 △225 △6,662.48

増減額(B－A) △157 △55 △63 △73              

増減率 △8.7 － － －              

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 21 年 12 月期第２四半期) 
1,595 △363 △370 △442 △12,454.11

 

修正の理由 

① 売上高 

近年力を入れてきた戦略分野の案件は着実に増大傾向にあり、製品構造の改革はほぼ計画通

り前進したものの、量産プロセスへの移行に今少しの時間を要し、当期売上への貢献はまだ

低く、また、市場が成熟しているプリントサーバ製品群の売上が引続き減少しました。また、

欧州経済不安に端を発する世界景気後退の影響で、期初の想定為替レートよりも円高に推移

したことにより、円換算の海外売上が目減りしています。これらの影響により、売上高は16

億43百万円となる見通しです。 

② 営業利益 

人件費をはじめとしたあらゆる経費の圧縮効果もあり、前年同期より損失幅が縮小したもの

の、売上高の減少による影響を補えず、営業損失は１億95百万円となる見通しです。 

③ 経常利益  

営業損失が増加したことにより、経常損失は２億13百万円となる見通しです。 

④ 当期純利益  

経常損失が増加したことにより、四半期純損失は２億25百万円となる見通しです。 

 

以 上 


